
（敬称略）

項番 著者名 資料名・内容

後1 平岩弓枝 「どんなちいさな草にも花が咲く…」

後2 ハセガワケイスケ 「かつ丼は、ソース‼…」

後3 森田季節 「福井県ふるさと文学館開館おめでとうございます…」

後4 葉巡明治 「小説を書き始めて今時点で10年…」

後5 坂本長利 「人はみなお互いさまや困ったときは…」

後6 村山由佳 「本は手の中の宇宙…」

後7 杉山亮 「福井県ふるさと文学館のみなさんに 毎日が…」

後8 松井今朝子 「福井県ふるさと文学館 近松の里福井…」

後9 有栖川有栖 「福井県ふるさと文学館様　I love  mystery…」

後10 山崎光夫 「十捨てて一拾う…」

後11 椎名誠 （イラスト・サイン）

後12 藤嶋昭 「福井県ふるさと文学館様へ 良い本を沢山読もう…」

後13 角田光代 「福井県と縁ができてとてもうれしいです。…」

後14 藤岡陽子 「福井県ふるさと文学館さま…」

後15 司修 「三日三晩飛ばない鳥…」

後16 西本秋 「西本秋…」

後17 杉本一文 「福井県ふるさと文学館様…」

後18 七月隆文 「福井県ふるさと文学館さま 継続は力…」

後19 窪美澄 「福井県ふるさと文学館様 本との出会いは…」

後20 赤川次郎 「福井県ふるさと文学館さんへ…」

後21 中内亮玄 「福井県ふるさと文学館様 俳諧自在…」

後22 畠中恵 「福井県ふるさと文学館さま “わが殿”の御縁に…」

後23 植松三十里 「福井県ふるさと文学館さま 歴史に埋もれた人物を…」

後24 大岡玲 「美しき国文の国福井にて…」

後25 山本一力 「福井県ふるさと文学館さま　読もう。…」

後26 加来耕三 「行蔵は我に有り…」

後27 出久根達郎 「活字で洗われたまなこには一点の曇りもない…」

後28 深緑野分 「福井県ふるさと文学館さま　本は読めば読むほど…」

後29 今野寿美 「昭和から平成そしてこののちも…」

後30 加賀美幸子 「ことばの心ことばの力…」

後31 辻井南青紀 「今、ここにはいない誰か、（他者）に、ひとことでも、…」

後32 荒川洋治 「詩を書いたそのあと文章も…」

後33 島本理生 「次は福井を舞台にした小説を書きたいです…」

2015年6月2日

2015年6月27日

2015年1月（メッセージ）

自筆資料（色紙）

来館日

2014年11月8日

2015年1月（メッセージ）

2015年1月（メッセージ）

2015年2月8日

2015年2月20日

2015年3月29日

2015年5月25日

2015年6月

2015年7月20日

2016年2月7日

2016年2月27日

2017年5月28日

2016年8月7日

2016年9月3日

2016年11月17日

2017年2月5日

2017年3月4日

2016年4月23日

2017年11月5日

2017年12月2日

2018年3月4日

2018年6月17日

2018年9月26日

2018年10月28日

2018年12月12、13日

2019年2月16日

2019年3月9日

2019年6月1日

2019年9月8日

2019年8月17日

「開館10周年記念 ようこそ文学館へ」

前期：2025年4/1（火）～5/21（水） 後期：5/23（金）～6/25（水）

これまで文学館に来館された作家約100人のサイン色紙を展示し、

文学館の10年をふりかえります。

後期
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後34 万城目学 「福井県ふるさと文学館さまへ…」（イラスト）

後35 壁井ユカコ 「福井県ふるさと文学館さんへ…」

後36 津田寛治 「福井県ふるさと文学館さま…」

後37 裕夢、raemz 「ふるさと文学館開館様へ…」（イラスト）

後38 武藤政彦 （サイン）

後39 佐藤実紀代 「2022.11.6文学フェスタ…」

後40 青柳碧人 「飛べ！想像力に乗って…」

後41 萩原朔美 「福井県ふるさと文学館さまへ…」

後42 俵万智 「言葉から言葉つむがず…」

後43 宮下奈都 「福井県ふるさと文学館様…」

後44 谷崎由依 「福井県ふるさと文学館様…」

項番 著者名 資料名 発行年 発行者

1 平岩弓枝 『女の河』 文庫・下巻 2013年 文藝春秋

2 山崎光夫 『小説 北里柴三郎』 2020年 東洋経済新報社

3 植松三十里 『家康の子』 2011年 中央公論新社

4 荒川洋治 『真珠』 2023年 気争社

5 壁井ユカコ 『2.43　清陰高校男子バレー部  next 4 years』 1、2巻 2023年 集英社

6
裕夢
（イラスト：raemz）

『千歳くんはラムネ瓶のなか』 9巻 2024年 小学館

項番 著者名 資料名・内容

T1 川上弘美 「昨日は春の雪が降りました…」

T2 刀根里衣 （イラスト）

T3 伊与原新 「福井県ふるさと文学館様　科学をエンタメに…」

T4 門井慶喜 「書く前に読む…」

T5 石川九楊 「目眩く書の交響曲…」

項番 著者名 資料名 発行年 発行者

T6 川上弘美 『明日、晴れますように』 2024年 朝日新聞出版

T7 刀根里衣 『モカとまほうのコーヒー』 2024年 NHK出版

T8 伊与原新 『藍を継ぐ海』 2024年 新潮社

T9 門井慶喜 『ゆうびんの父』 2024年 幻冬舎

T10 石川九楊 『GENJI55―石川九楊源氏物語書巻五十五帖―』 2024年 文字文明研究所

2022年4月9日

2019年12月13日

2020年12月17、18日

2021年11月7日

2021年11月17日

2022年12月8、9日

2022年11月6日

2022年12月17日

2023年11月5日

2023年11月12日

書籍

2024年12月24日

書籍

2023年11月12日

自筆資料（色紙）

来館日

2024年3月3日

2024年7月27日

2024年10月30日

2024年11月10日

◇2024年　ふるさと文学館に来館された作家たち　全期：4/1(火)～6/25（水）

前期に色紙を展示した方々 雀野日名子、桂美人、北山大詩、津村節子、酒井順子、山口昭男、中島道子、梨屋アリエ、

関川夏央、今川英子、似鳥鶏、小池昌代、伊藤俊也、小山鉄郎、阿刀田高、yukim、藤田宜永、黒川博行、中村航、水

城ゆう、向笠千恵子、南部くまこ、中村理聖、清家雪子、辻原登、岡崎琢磨、中島悦子、佐藤多佳子、桑島かおり、小松

和彦、平井一正、三浦しをん、島田雅彦、赤羽根健治、松尾佑一、本宮ことは、紅玉いづき、赤神諒、石川直樹、角野

栄子、中島京子、川口晴美、今村翔吾、宮島未奈

2025年5月 作成：ふるさと文学館


